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ECMO中の輸血需要に関連した臨床的特徴と凝固管理
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【背景・目的】 ECMOには抗凝固療法が必須であり、出血や貧血を代償するため輸血が用いられる。輸血需要に

関連した患者の臨床的特徴、凝固管理、予後については十分に解明されていない。本研究では輸血需要が増加し

やすい患者の特徴を明らかにし、リスクに応じて異なる抗凝固戦略の必要性について考察する。【方法】2013年

1月から2018年8月までの成人 ECMO症例 67例のうち、96時間以上の ECMO使用例、30例を研究対象とし

た。導入前後に開胸手術、 Central ECMOを要した症例は除外した。入院時の臨床的特徴および、導入から7日目

まで（離脱・回路交換を行ったものはその時点まで）の輸血量と凝固パラメータを評価した。1日あたりの平均赤

血球輸血量の中央値は240 ml/dayであったため、少量輸血群(＜240ml/day)13例と多量輸血群(≧

240ml/day)17例の2群に分類し、臨床的特徴と凝固パラメータ、予後について解析した。【結果・考察】臨床的

特徴・予後を表に示す。多量輸血群では VA ECMOの頻度が高かった。年齢・性別・ APACHE/SOFAスコアは両

群間で差はなかった。管理面では、多量輸血群で、血小板値が低く、ヘパリン使用量が少ない反面、 APTTは延長

していた。 ACTと ECMO期間に差はなかった。 VA ECMOでは、 VVよりも出血が生じやすい可能性があり、輸血

量に反映された可能性がある。【結語】輸血量が多い群では VA ECMOの割合が多かった。 VAでは VVと異なる抗

凝固戦略の必要性が示唆された。今後はさらに解析をすすめ、 VAと VVの患者背景と管理法の違いを明らかにし

ていく。 

 


